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中期経営計画「しくみ 130」の策定について 

 

当社は 2023 年 3月期を初年度とする 5ヵ年の中期経営計画「しくみ 130」を策定いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．中期経営計画「しくみ 130」について 

ニチアス理念「ニチアスは、『断つ・保つ』の技術で地球の明るい未来に貢献します。」のもと

「働きやすい、明るい会社」の実現に向け、中期経営計画「しくみ 130」（2023 年 3 月期～2027

年 3 月期）を策定いたしました。外部環境が目まぐるしく変化する中、変化に適応できる「しく

み」を構築し、当社創立 130 周年となる 2027 年 3 月期の目標達成に向け、課題に取り組んでま

いります。 

※「しくみ」・・・「し」は従業員と家族の幸せ、「く」は課題解決のための工夫、「み」は持続的

成長を目指す明るい未来と定義づけ、全社の「しくみ」づくりに取り組んでまいります。 

 

２．目標とする経営指標 

（１）数値目標 

 
2022 年 3 月期 

実績 

2025 年 3 月期 

目標 

2027 年 3 月期 

イメージ 

売上高 2,162 億円 2,400 億円 2,500 億円 

営業利益率（％） 12.1 13.0 15.0 

ROE（％） 15.2 12.5 13.0 

ROIC（％） 12.9 11.0 12.0 

設備投資額 114 億円 5 年総額：600 億円を目安 

 

（２）環境目標 

 
2022 年 3 月期 

実績 

2025 年 3 月期 

目標 

2027 年 3 月期 

イメージ 

CO2 排出量 

（万トン） 
24.4 22.0 21.7 

産業廃棄物排出量 

（千トン） 
21.6 18.3 17.1 



 

 

 

 

 

３．全社課題 

「働きやすい、明るい会社」の実現を目指し、持続的成長に向け、以下の５つの全社課題を設定

しております。 

（１）収益性の向上 

ニチアス固有の「断つ・保つ」の技術と、長年培ってきた独自のビジネスモデルを連動させる

とともに、効率化とスピードを加えることで更なる利益の獲得につなげ、稼ぐ力を高めてまい

ります。 

（２）事業の選択と集中 

市場の成長性やマーケットシェア、収益性などの観点から、事業ごと製品ごとに仕分けを進め

てまいります。また、限りある資源を有効に活用し、全体最適の視点で従来にこだわることな

く、事業の選択と集中に取り組んでまいります。 

（３）業務運営の効率化 

業務の棚卸しを行い、デジタル技術の活用を推進することで、業務の効率化、生産性の向上を

進めてまいります。そして、労働時間の短縮と働きやすい環境の実現を目指し、従業員のモチ

ベーション向上にも繋げてまいります。 

（４）環境対応 

二酸化炭素や廃棄物の削減に取り組むとともに、ニチアス固有の「断つ・保つ」の技術をベー

スとした環境に配慮した製品の開発や、省エネ需要を取り込んだビジネス機会の獲得を進め、

カーボンニュートラルの推進や環境負荷の低減に取り組んでまいります。 

（５）基盤強化 

事業継続の基本である安全・安心・安定の３Ａをベースに、安全最優先と品質の向上を進めて

まいります。 

 

４．株主還元策 

（１）配当につきましては、安定した配当の継続に重点を置き、配当性向を 25％～50％程度とい

たします。 

（２）自己株式の取得につきましては、手元流動性と成長・環境投資とのバランスに鑑み、適宜

検討いたします。 

 

なお、中期経営計画「しくみ 130」の詳細につきましては、2022年 5月 10日に公表を予定してお

ります「2022年 3月期決算説明会資料」をご覧ください。 

 

 

 （注）将来の事象に係る記述に関する注意事項  

上記の予想は、本資料公表日現在において入手可能な情報を基礎とした判断および仮定に基づいており、実際

の業績等は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 

 


